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まちの話題を紹介します
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北消防署清和台出張所で発隊式
　新名神高速道路川西インターチェンジの供用開始や、増え
続ける救急需要に対応するため、救急隊を１隊増隊。新しい
救急車に装備されている機器などの説明の後、心肺停止状態
の傷病者を救命する訓練が披露されました。

新名神高速道路開通に向けて救急隊を増隊
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市民体育館整備で市景観賞
　アリーナの高さを抑えた他、施設の顔となる南面に緑化バ
ルコニーを採用。さらには地域のシンボルであった敷地内の
桜などの既存樹木を極力残すなど、緑豊かな地域の景観特性
に十分配慮している点が評価されました。

川西市スポーツ・ウェルネス㈱を表彰
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危険物安全週間に合同訓練
　訓練は昭永ケミカル㈱からの提案で実現。災害が発生する
と、消火活動などで大きな危険が予想される危険物施設。同
社施設からの出火を想定し、初期消火や危険物漏えい防止、
一斉大量放水などが実施されました。

市内事業所の従業員と市消防職員 62人が参加
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市国際交流協会が設立25周年
　アステ市民プラザでの式典後、アステ川西ぴぃぷぅ広場で
イベントを開催。歴史を振り返る写真展示の他、獅子舞やジュ
ニアコーラスによる童謡、フラダンス、市吹奏楽団による演
奏が披露され、多くの人でにぎわいました。

「きんたくんのぬいぐるみ」を限定販売
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梅雨空の下を彩るアジサイ
　賴光寺で栽培されるアジサイは、主に「西洋あじさい」。
他にも「おたふく」や「隅田の花火」などが栽培されていて、
敷地内の約３分の１はアジサイで彩られています。
　昭和 49 年、本堂再建を祝い、市観光協会から贈られた約
100 株を前住職らが「地元の人に楽しんでもらおう」と丹精
込めて育ててきたもので、現在では市内外からたくさんの観
光客などが訪れています。

「あじさい寺」の愛称で親しまれる賴光寺
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川西特産桃の即売会
　毎年たくさんの人が心待ちにしている早

わ せ

生桃の即売会。開
場前から 500 人以上が並び、約 760 人が列を作りました。
この日用意された「日

ひ か わ は く ほ う

川白鳳」約 1,400 箱は、１時間半ほど
で売り切れました。
　市南部の加茂地区などで栽培されている早生桃は６月中旬
ごろから収穫を開始。京阪神地域を中心に、年間約 60㌧を
出荷しています。

アステ川西ぴぃぷう広場に長蛇の列
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農家と店と客を結ぶマルシェ
　地元農家が収穫した、新鮮で安心な野菜や果物をはじめ、
市の特産品を生かしたオリジナル商品などを販売する「かわ
にしまるまるマルシェ」。
　訪れた約 200 人は、トマトやニンジン、キャベツなどの
農林産物の他、いちじくワインスティックや壱熟カレーなど
の加工品、いちじくのせん定枝を使った炭やサクラの木で染
めたバックなどを買い求めていました。

市農業振興研究会などが（仮称）三角地で開催
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公園を見て・聞いて・体験する

　市キセラ川西地区の中心に、約 2.6㌶の「キセラ川西せせ
らぎ公園」がオープン。オープニングセレモニーでは、市内
の保育所園児によるパラバルーンや小学生によるきんたくん
ダンスの他、テープカットやくす玉割りなどが行われました。
　その他、公園探検ツアーやスタンプラリー、川西発祥の三
ツ矢サイダーの配布、ミニコンサートなどが催され、親子連
れなど約 3,000 人が来場しました。

オープニングイベント「キセラフェスタ」
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国崎地区でヒメボタルが乱舞
　発生地付近にはほとんど建物がなく、漆黒の暗闇。
午後 11 時ごろには、約 100 頭のヒメボタルがスト
ロボのような光を放ちながら、求愛のダンスを踊っ
ていました。

「日本一の里山」を飾るイルミネーション
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